
1月11日～2月10日

⑪（日〉
休日救急医（津南病院費65－3161）

14㈹
農地法関係許可申請〆切

⑮㈲
休日救急医（池田医院費52－2581）

成人の日

どうらく神焼き

16㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　樋口永蔵）

⑱（日）
休日救急医（山口医院費52－2174）

20（幻
婦人の健康づくり（右参照）

21㈱
婦人の健康づくり（右参照）

23㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　樋口永蔵）

妊婦、母親学級（右参照）

⑳（日）
休日救急医（中条病院豊57－3018）

27（殉
婦人の健康づくり（右参照）

28㈱
婦人の健康づくり（右参照）

29休）
婦人の健康づくり（右参照〉

30㈹
婦人の健康づくり（右参照）

31仕）
心配ごと、行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00

相談員　藤田義一）

①（日）
休日救急医（上村病院費63一一2111）

2（月）
交通事故移動相談所（十日町市役所10：00～15：00）

4困
婦人の健康づくり（右参照）

6㈲
婦人の健康づくり（右参照）

⑧（日）
休日救急医（津南病院費65－3161〉
心配ごと相談日（老人福祉センター13＝OO～16；00
相談員　藤田義一）
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ロ
ケ
が
、
瀬
戸
口
の
橋
の
上
で
行
わ
れ

た
と
き
記
念
に
写
し
て
も
ら
っ
た
も
の

で
す
。
由
美
か
お
る
と
仲
雅
美
の
橋
の

上
で
の
ラ
ブ
シ
；
ン
に
雨
を
降
ら
す
た

め
地
元
の
消
防
団
員
二
十
人
が
出
動
し
、

清
津
川
の
水
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
て
雨

を
降
ら
せ
ま
し
た
。
大
が
か
り
な
照
明

施
設
や
ス
タ
ッ
フ
の
多
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
雨
に
濡
れ
た
二
人
の
た
め
に
た
き

び
を
焚
い
て
と
て
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ー
ン
を
見
よ
う
と
方
々
か
ら
お

お
ぜ
い
の
人
が
集
ま
っ
て
き
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
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条　　　　　　　　　　　　　い．
　　　　　　　　　　　　　　　　ゾ条　　　　　　　　　　　　　　影
条
条
条

条　・母親学級
条　　　1月23日／産褥と赤ちゃん保育／上村病院／12：30～13：00

条．妊婦検診
条　1月23日／上村病院／13：。。一14：・・

条
条’婦人の健康づくり
参　・月2・日9：3・一14：・・／市之越／市之越集会所

条　　　1月21日　9：30～14：00／小出／清津峡生活改善センター一

条　　　1月27日　　　　〃　　　／朴木沢／朴木沢集落センター

条　　　1月28日　　　　〃　　／白羽毛／高道山小学校

条　　　1月29日　　　　〃　　／東田尻／東田尻集落センター
条　　　1月30日　　　“　　／葎沢／区長宅

条　2月4日　“　／芋川／芋川公民館
条
　　2月6日　　　　〃　　／朴木沢新田／区長宅条
条
条　　　ゴミは決められた場所・時問に
条　　冬場のゴミ収集は、雪等の影響で遅れたりすることがありま

条すので、次のことにご注意ください．
条
　★決められた日時に　ゴミを出す時間は朝の6時～8時までで
条
条　す・
条　★ゴミステーションの除雪　車の進行の邪魔にならないように、

条　　ゴミステーションの場所を確保してください。

条　★不燃物はダメ　冬場は不燃物の収集は行いませんので、ご協
条　　力をお願いします。

　
　
編
集
後
記

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
広
報
な
か

さ
と
を
ご
愛
読
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
月
一
回

の
発
行
で
す
が
、
み
な
さ
ん
か

ら
の
反
響
が
ほ
と
ん
ど
な
く
と

て
も
残
念
で
す
。
　
「
こ
こ
が
悪

い
」
　
「
こ
ん
な
こ
と
も
」
と
い

っ
た
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
村
で
は
、
来
年
度
の
予
算
編

成
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
す

ば
ら
し
い
村
を
築
い
て
い
く
た

め
に
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
前

向
き
な
意
見
が
必
要
で
す
。
み

な
さ
ん
の
積
極
的
な
意
見
が
、

行
政
を
押
し
進
め
ま
す
。

　
百
姓
の
正
月
と
い
わ
れ
る
小

正
月
は
、
作
飾
り
、
鳥
追
い
、

モ
グ
ラ
モ
チ
追
い
な
ど
た
く
さ

ん
の
行
事
が
あ
り
ま
す
。
高
齢

者
講
座
の
中
で
行
わ
れ
た
作
飾

り
の
模
様
を
ス
ナ
ッ
プ
し
て
み

ま
し
た
。

躍

ま
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開
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に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
キ
ー
場
・
ゴ
ル
フ
場
計
画
を
追
う
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自
然
を
生
か
し
た

　
　
　
ス
キ
ー
場
開
発

　
ス
キ
i
場
構
想
の
概
要
は
、

国
道
三
五
三
号
線
白
羽
毛
地
内

（
北
山
）
よ
り
、
当
間
山
頂
（
標

高
一
〇
一
六
后
）
ま
で
の
、
標

高
差
約
六
百
七
十
材
の
ダ
ウ
ン

ヒ
ル
コ
ー
ス
に
八
基
の
リ
フ
ト

を
建
設
す
る
も
の
で
す
。

　
コ
ー
ス
は
、
白
羽
毛
に
降
り

る
コ
ー
ス
の
他
に
小
七
川
三
角

点
下
方
か
ら
、
市
之
越
、
鷹
羽

に
降
り
る
コ
ー
ス
も
作
ら
れ
、

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
楽
し

め
ま
す
。
開
発
予
定
地
の
中
に

は
美
し
い
ブ
ナ
林
も
あ
り
、
こ

う
し
た
自
然
を
で
き
る
だ
け
生

か
し
て
他
に
類
の
な
い
ス
キ
ー

場
を
つ
く
り
ま
す
。
小
七
川
三

角
点
（
標
高
八
五
〇
眉
）
か
ら

の
、
七
川
と
大
沢
川
の
深
い
谷

は
、
自
然
の
雄
大
さ
を
皮
膚
で

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

白
羽
毛
に
降
り
る
コ
ー
ス
か
ら

は
頸
城
、
苗
場
、
魚
沼
連
峰
が

艦毛
レスト駐車土

　　　一ハウス

野
鱈

な
が
め
ら
れ
す
ば
ら
し
い
景
観

を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
ス
キ
ー
場
計
画
は
、
一

期
、
二
期
工
事
に
分
け
て
実
施

さ
れ
、
第
一
期
工
事
で
は
、
主

に
、
白
羽
毛
‡
当
間
山
中
間
点

（
標
高
七
四
〇
灯
）
ま
で
と
、

市
之
越
か
ら
の
コ
ー
ス
が
開
設

さ
れ
る
予
定
で
す
。
第
二
期
工

事
で
は
、
第
一
期
計
画
の
上
部

に
あ
る
鷹
羽
か
ら
当
間
山
頂
に

か
け
て
、
国
有
林
の
「
レ
タ
の

森
」
の
追
加
指
定
を
受
け
、
当

間
山
頂
ま
で
の
開
発
を
行
い
ま

す
。
当
間
山
頂
ま
で
は
、
今
年

当
間
ス
キ
i
場
か
ら
四
人
乗
り

高
速
リ
フ
ト
が
架
け
ら
れ
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、

上
越
国
際
大
沢
ゲ
レ
ン
デ
ま
で

の
連
絡
リ
フ
ト
が
完
成
し
、
塩

沢
側
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

通
年
観
光
ヘ

　
ゴ
ル
フ
場
も
併
設

　
去
年
の
三
月
、
ス
キ
ー
場
構

想
に
プ
ラ
ス
し
て
ゴ
ル
フ
場
の

計
画
が
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
開
発

で
ス
キ
ー
場
施
設
や
国
有
林
の

有
効
利
用
、
及
び
通
年
雇
用
が

する期待
1際スキー場がリ

1もちろん、当中

思います。また

る事を望んでい
・しでもなくする

墜はないでしよう

1ないよい中里村
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間スキー
た事は、

も大変喜

期に中里

民の冬期

にも大い

等が、こ
いと思い

　　当1

　昭和引
フト・で結

里村の発

この開発

ます。中

事、過疎

か。若い

になつて

＼
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　　　　　！
鷹羽　！　ん二

　！　　　　㎎コ
／　クラブ
1　　ハウス
￥
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　、一一一網
　市の越

図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
同
時
に
進

め
て
い
ま
す
。

　
ゴ
ル
フ
場
の
計
画
は
、
市
之

越
集
落
の
上
方
か
ら
標
高
六
〇

〇
肩
地
帯
の
間
に
、
十
八
ホ
ー

ル
（
約
八
十
五
診
）
を
造
成
す

る
も
の
で
す
。
ゴ
ル
フ
場
の
附

帯
施
設
と
し
て
、
タ
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
一
棟
、
駐
車
場
（
三
百
台
）

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
問
山
を
中
心
に

　
日
本
最
大
級
の
ス
キ
ー
場

　
当
間
山
を
中
心
と
し
た
上
越

国
際
ス
キ
ー
場
、
同
当
間
ス
キ

喜
り
が
　
　
の

　
　
　
　
す
村

大
ば
　
　
ま

　
て
だ

ま
　
　
　
惣
、
餐

と
　
　
と

こ
う
う
こ
た
　
き
，
ま

　
そ
か
　
　
る
待

　
　
　
よ
　
　
あ
期

　
し
て

性
捉
ゆ
勾
監

　
　
場
　
　
　
キ
　
　
な

　
　
　
す
当

村
養
譲
蕊

　
　
こ
こ
で
　
　
そ

　
　
地
　
　
な
え
今
性

　
　
　
ま
　
　
　
　
　
活

麹
畝

1
場
と
当
村
に
計
画
し
て
い
る

ス
キ
ー
場
が
結
ば
れ
ま
す
と
、

日
本
最
大
級
の
ス
キ
ー
場
に
な

り
ま
す
。

　
最
近
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
は
、
ゲ

レ
ン
デ
の
魅
力
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
ス
キ
ー
場
全
体
が
も
つ

雰
囲
気
や
ア
フ
タ
ー
ス
キ
ー
を

楽
し
む
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
上
越
国
際
ス
キ
ー
場
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
風
の
施
設
づ
く
り
や

最
新
式
リ
フ
ト
の
導
入
な
ど
、

若
者
志
向
を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ

し
、
昭
和
五
十
五
年
に
十
一
万

二
千
人
だ
っ
た
利
用
客
を
わ
ず

2

当間スキー場　　当間山頂（1・016m）
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憲

の期籍

凝レて当闘
二奮う大フ

匿撰叢に配

瞬に期捲
めの檸滞、’

誉ではスキ
…して、2響

二なる事を

蜘
朔
場
縣
紡
靴
麹
訪
似

鮨
“
ル
キ
ト
ら
、
へ
が
里
ま

　
ぱ
な
、
中
の
の
を

　
場
で
が

　
　
け
た
す
着
地
発

　
キ
だ
，
し
ま

て
鱗
離
蹴
郵

と
嗣
ス
と
い
物
思
る
す

つ
翻
な
醗
銀
穰
批
嫡
隊

　
雪
ま
時
大
　
き
活
て

の
　
　
同
は
で
で

　
ら
す
も
化
し
待
て
願

耐
し
ル
通
P
場
を

雪
晴
　
素
く
年
里
交
意
目

か
六
年
で
、
五
十
五
万
人
と
五

倍
に
引
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
当
間
ス
キ
ー
場

で
は
、
当
間
山
頂
と
魚
沼
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
に
向
っ
て
四
基
の
リ

フ
ト
を
新
設
し
、
塩
沢
の
大
沢

ゲ
レ
ン
デ
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
更
に
利
用
客

は
伸
ぴ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
上
越
国
際
ス
キ
ー
場
の
塩
沢

（
樺
野
沢
）
か
ら
の
収
客
能
力

は
、
交
通
の
便
や
駐
車
場
の
確

保
の
面
か
ら
、
満
杯
の
状
況
で

す
。
こ
の
た
め
、
当
村
の
白
羽

毛
地
区
が
第
二
の
玄
関
口
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
利
な
立
地
条
件

　
国
道
三
五
三
号
線
は
、
清
津

峡
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
な
ど

周
辺
観
光
地
の
重
要
な
路
線
で

す
。
こ
の
路
線
の
整
備
は
、
急

ピ
ッ
チ
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今

年
の
十
二
月
か
ら
は
、
冬
期
間

瓢
鰻
　

も
通
行
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南

マ
ウ
ン
ト
パ
ー
タ
津
南
、
松
之

山
ス
キ
ー
場
を
訪
ず
れ
た
県
外

客
は
、
四
万
二
千
九
百
人
を
数

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
隣
の
塩

沢
町
と
湯
沢
町
を
訪
ず
れ
た
県

外
客
は
、
五
百
七
十
二
万
三
千

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
村
に
計
画
さ
れ
て
い
る
ス

キ
ー
場
は
、
国
道
三
五
三
号
線

に
直
結
と
い
う
有
利
な
立
地
条

件
を
備
え
て
い
ま
す
。
車
万
能

の
社
会
の
中
で
、
こ
れ
は
と
て

も
有
利
な
条
件
で
す
。
ま
た
、

小
七
川
三
角
点
か
ら
の
市
之
越
、

鷹
羽
に
下
り
る
コ
ー
ス
は
、
北

向
き
。
の
斜
面
で
、
五
月
上
旬
ま

で
ス
キ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
自
然
と
調
和
の
と
れ
た

　
　
　
　
ス
キ
ー
場
開
発
を

　
　
ス
キ
i
場
や
ゴ
ル
フ
場
開
発

は
、
自
然
破
壊
が
伴
い
ま
す
。
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．
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．
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雄

こ
の
た
め
村
で
は
、
ス
キ
ー
場

開
発
に
よ
る
環
境
の
悪
化
が
心

配
さ
れ
る
た
め
、
第
三
セ
タ
タ

ー
会
社
に
調
査
を
申
し
入
れ
ま

し
た
。
会
社
で
は
、
㈱
興
林
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
に
調
査
を
依
頼

し
、
そ
の
報
告
書
が
六
十
年
の

十
月
に
で
き
て
き
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
更
に
ゴ
ル
フ
場
も

含
め
た
環
境
影
響
調
査
報
告
書

の
提
出
を
求
め
て
い
ま
す
。
特

に
、
地
元
の
不
安
の
大
き
い
水

資
源
対
策
や
汚
水
処
理
な
ど
に

つ
い
て
会
社
と
対
応
策
を
協
議

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
キ
ー

場
開
発
が
単
に
労
働
力
の
提
供

だ
け
に
終
わ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
地
元
の
振
興
策
も
併
せ
て

会
社
側
と
折
衝
し
て
い
ま
す
。

　
安
達
事
業
グ
ル
ー
プ
の
代
表

者
で
あ
る
安
達
建
之
助
氏
は
、

当
村
を
訪
ず
れ
た
際
「
こ
ん
な

す
ば
ら
し
い
自
然
が
残
っ
て
い

る
所
は
な
い
。
こ
の
自
然
を
生

か
し
、
他
に
類
の
な
い
ス
キ
ー

場
を
作
り
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
確
か
に
リ
フ
ト
の
下

や
コ
ー
ス
内
の
伐
採
は
避
け
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以
外
に
地

形
を
変
え
る
よ
う
な
整
備
は
出

来
る
だ
け
し
な
い
方
針
で
す
。

　
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て
も
国
有

林
が
相
当
占
め
る
た
め
、
コ
ー

ス
内
の
緑
地
な
ど
環
境
面
重
視

の
開
発
が
行
わ
れ
ま
す
。

昭和62年1月10日広報噸かマ邑3
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日本一の河岸段丘地が見渡せる自羽毛コース

十
年
後
の
深
刻
な
過
疎
か
ら

　
　
脱
却
す
る
た
め
に

　
今
か
ら
約
二
十
二
年
前
の
昭

和
四
十
年
に
は
、
村
の
人
口
は

八
千
三
百
六
十
一
人
で
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
六
十
年
国
勢
調

査
で
は
、
六
千
八
百
二
十
一
人

と
、
約
二
〇
％
人
口
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
更
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
昭
和
四

十
年
に
幼
年
人
口
（
0
歳
ー
1
4

歳
）
が
、
二
千
五
百
二
十
一
人

あ
っ
た
の
が
、
昭
和
六
十
年
国

調
で
は
、
千
三
百
二
十
二
人
と

半
減
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
現
在
、
地
元
に
若
い
人
が
勤

め
る
職
場
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

後
継
者
が
都
会
に
出
て
お
り
夫

婦
だ
け
で
生
活
し
て
い
る
世
帯

を
随
分
見
か
け
ま
す
。

若
者
を
地
元
に
定
着
さ
せ
る

た
め
に
は
、
地
元
に
働
き
場
が

必
要
で
す
。
ス
キ
ー
場
や
ゴ
ル

フ
場
が
若
者
の
働
き
場
と
し
て

適
し
て
い
る
と
は
、
必
ず
し
も

言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の

開
発
で
、
約
百
五
十
人
の
働
き

場
が
で
き
、
そ
の
内
の
五
十
人

が
通
年
雇
用
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
十
日
町
市
の
当
間
ス
キ
ー
場

の
地
元
、
当
間
集
落
で
は
ス
キ

i
場
開
発
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
冬
な
ど
村
人
以
外
の
出

入
り
が
な
か
っ
た
塩
之
又
地
区

で
は
、
上
越
国
際
に
よ
る
ス
キ

i
場
開
発
を
大
歓
迎
し
て
い
ま

す
。　
ス
キ
ー
場
で
の
賃
金
は
、
出

稼
ぎ
の
よ
う
な
訳
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
家
族
が
離
れ

離
れ
に
生
活
す
る
と
い
う
不
自

然
な
形
態
は
変
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
出
稼
ぎ
の
解
消
は
、

大
き
な
プ
ラ
ス
で
す
。
出
稼
ぎ

に
よ
る
精
神
的
な
不
安
は
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
の
面
な
ど
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
の
旅
館
は
、
年
末

年
始
予
約
客
で
満
杯
の
状
態
で

し
た
。
会
社
で
は
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
の
な
い
旅
館
の
た
め
に
、

越
後
交
通
と
契
約
し
て
、
一
日

二
往
復
バ
ス
を
走
ら
せ
て
地
元

と
一
体
と
な
っ
て
開
発
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

来
シ
ー
ズ
ン

　
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て

　
村
と
清
津
観
光
開
発
㈱
で
は
、

ス
キ
ー
場
と
ゴ
ル
フ
場
開
発
に

対
す
る
地
権
者
の
賛
同
を
得
る

べ
く
連
日
努
力
を
重
ね
て
い
ま

す
。
開
発
計
画
地
も
広
大
に
な

り
関
係
機
関
の
許
認
可
も
相
当

時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
村
で
は
、
ス
キ
ー
場
開
発
を

冬
場
の
産
業
お
こ
し
と
し
て
位

置
づ
け
地
域
振
興
を
図
っ
て
い

く
考
え
で
す
。

ま
た
、
ゴ
ル
フ
場
計
画
は
、
国

有
林
を
最
大
限
に
生
か
す
と
い

う
観
点
か
ら
も
積
極
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
開
発
促
進
の
た
め
に
、

地
元
は
も
と
よ
り
、
村
民
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

4

　新年あけましておめでとうございます。み

みなさまにはご健勝にて輝かしい新年を迎え

られたこととお慶びを申し上げます・

新年にあたりまして一言抱負を述べさせてい

ただきます。

　田沢小学校の新築工事が順調に進み、今年

の8月ころには完成する予定です。これで長

年の懸案でありました学校教育の施設が一応

完成し、将来を担う生徒諸君の学力、スホー

ッの向上を期侍しています。

　道路改良につきましては、昨年の夏より国

道117号線（荒屋地内）の改良工事が建設省直

轄工事として着手されました。続いて清津橋

の架け替え工事、山崎に向けて改良工事が進

んで参ります。国道353号線葎沢地内の改良も

今年で完了し、冬期間も通行可能となります。

また、広域農道の倉俣橋（仮称）の架設が本

格的に行われ、釆秋には通行できるよう関係

機関に強力に要望して参ります。

　農業振興につきましては、水田の転作面積

が大幅に増えこの対応について、農協・農家

のみなさんと話し合いを進め、最良の万法を

模索していきたいと考えています。

　観光面では、雪の利用という観点に立ち、

スキー場の建設、更にオールシースンの観光

を目指し：コルフ場の建設を第三セクターの会

社を中心に進めて参ります。

　農山村を取り巻く構勢は、とても厳しいも

のがありますが、村民各位の知恵とご協力を

いただき、他に誇れる村つくりを進めて参り

ますのでよろしくお願い申し上げます。

＝
一

＝
岬
”

一
－

年頭の辞

中里村長

上村賢造

昌

《一期工事》

1．リフト　清津第一リフト　高速4人乗りリフト　ー基　全長1，800m
　　　〃　　清津第ニリフト　　　　　〃　　　　　　〃　　“　1，000m
2．駐車場　白羽毛　10，000m2　500台収容
　　　〃　　市之越　20，000m21，000台収容
3．レストハウス　　　　3棟　500人収容
　　（白羽毛1棟200人、市之越200人、清津第2リフト山頂150人）

《二期工事》
Lリフトー三リフトー第八リフトの6基｛雪畿享ま膿

2。レストハウス　　2棟（鷹羽1棟、小七川三角点1棟）
3．ホ　テ　ル　3～5棟（コンドミニアム…分譲マンション）

《ゴルフ場建設計画内容》
1．ゴルフ場造成工事　18ホール　約85ha（うち民有地59ha、国有地26ha）
　　　　　　　　　　　　　　　　のうち造成部分約6割…一部スキー場と併用

2。タラブパウス　　　1棟2，500m2建物敷地　15，000m2
3。駐　　車　　場　　　　　7，000m2　300台収容

完
成
が
待
た
れ
る
田
沢
小
学
校

　昭和7年、当時としてはモダンな建物として注目を集

めたという田沢小学校校舎が取り壊され・現在・新築工

事が順調に進んでいま凱　この工事は、2年継続事業で

行われています。現在、校舎棟、体育館とも躯体工事が、

完了しています。　今年の8月ころには生徒が新校舎に入

れる予定です。

●

’86顯、津南町
ました。

林がたく

源として

森
林
活
用
プ
ラ
ス
観
光
ル
ー
ト
ヘ

5六8ユース
　
昨
年
当
村
に
と
っ
て
隅
番
大

き
な
出
来
ご
と
は
、
田
沢
小
学

校
の
新
築
工
事
が
始
ま
っ
た
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

年
の
八
月
こ
ろ
に
は
、
新
校
舎

に
引
越
し
で
き
る
予
定
で
す
。

今
回
の
五
大
ニ
ュ
ー
ス
の
中
に

は
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中

里
中
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
と
田

沢
小
器
楽
部
は
、
県
大
会
で
最

高
の
賞
を
と
る
と
い
う
快
挙
を

成
し
逐
げ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
昨
年
の
五
大
ニ
ュ

ー
ス
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
一
〇
〇
〇
日
達
成
記
念
大
会
が
中
里
中

学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。
記
念
大
会
と
記
念
パ
レ
ー
ド
に
は
、

県
警
の
音
楽
隊
、
カ
ラ
ー
カ
ー
ズ
、
県
警
ヘ
リ
「
こ
し
か
ぜ
号
」

　
　
　
　
　
力
協
力
し
て
く
れ
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
死

　
広
域
農
道
の
倉
俣
橋
（
仮
称
）
の
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
、
芋
川
側
か
ら
橋
台
と
3
つ
の
橋
脚
の
建
設
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
村
で
は
、
来
年
度
残
り
の
2
本
の
橋
脚
と
橋
げ
た
の
一

部
の
建
設
を
要
望
し
昭
和
6
3
年
の
完
成
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
橋
が
完
成
す
れ
ば
、
倉
俣
地
区
へ
の
交
通
の
利
便
だ
け
で

な
く
経
済
活
動
の
活
発
化
に
も
期
待
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。

亡
事
故
ゼ
ロ
ほ
そ
の
後
も
継
続
中
で
す
が
　
事

故
の
発
生
件
数
は
激
増
し
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ

バ
ー
も
歩
行
者
も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　埼玉県新座市との交流が始まりました。今のところス

ポーツ少年団同志の交流が中心となっています。特に有

意義だったのは、少年少女合唱団が、中里中学校で特別

公演をやってくれたことです。海外公演もこなしている

という合唱団の美しい歌声は、小中学生に大きな感銘を

与えました。

昭和62年1月10日広鞭・かかで邑5
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、
　
清
津
峡
な
だ
れ
災
害
か
ら
早

三
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
な
だ
れ
発
生
箇

所
に
施
工
さ
れ
た
防
止
工
事
の

概
要
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◎
な
だ
れ
の
概
要

　
昭
和
五
十
九
年
一
月
下
旬
か

ら
二
月
上
旬
に
か
け
て
の
寒
気

団
は
、
新
潟
県
を
中
心
に
大
雪

を
も
た
ら
し
、
各
地
で
雪
に
よ

る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
中

で
も
二
月
九
日
夕
刻
、
清
津
峡

温
泉
を
襲
っ
た
な
だ
れ
は
、
死

者
五
名
と
い
う
大
惨
事
と
な
り

ま
し
た
。

①
発
生
地
点
の
状
況

　
な
だ
れ
の
発
生
地
は
、
標
高

七
〇
〇
冒
の
北
西
斜
面
で
あ
っ

て
国
立
公
園
や
史
跡
名
勝
地
に

指
定
さ
れ
た
国
有
林
の
一
部
で

基
岩
の
露
出
し
た
急
峻
地
形
で

す
。②
災
害
時
の
気
象

　
風
向
北
北
西
、
風
速
一
〇
屑

描
気
温
マ
イ
ナ
ス
六
～
七
度
。

③
な
だ
れ
の
規
模
種
類

　
表
層
、
全
層
の
ミ
ッ
タ
ス
型

な
だ
れ
で
あ
っ
て
、
そ
の
推
定

雪
量
は
約
五
万
立
方
層
。

④
な
だ
れ
被
害
の
内
容

　
旅
館
の
全
壊
二
戸
、
一
部
損

壊
三
戸
、
人
身
被
害
死
亡
五
名
。

⑤
な
だ
れ
の
分
析
と
対
策

　
六
日
町
営
林
署
で
は
、
災
害

以
降
発
生
地
点
の
雪
上
観
測
を

続
け
、
こ
れ
ら
を
基
礎
デ
ー
タ

ー
に
し
て
基
本
対
策
に
取
り
組

み
具
体
的
調
査
は
林
業
試
験
場

防
災
部
の
指
導
も
得
な
が
ら
民

間
の
専
門
機
関
に
委
託
し
て
進

県道より工事箇所を臨む

め
て
き
ま
し
た
。

　
五
十
九
年
七

月
に
は
、
こ
の

計
画
案
に
沿
っ

て
防
止
工
事
が

ス
タ
ー
ト
し
、

今
日
を
迎
え
て

い
ま
す
。

◎
計
画
し
た
工

　
種
と
設
計
条
件

⑦
設
計
積
雪
深
　
四
・
五
肩

④
適
応
斜
面
勾
配
の
範
囲

　
三
十
五
～
四
十
五
度

◎
積
雪
密
度
　
○
・
三
八
七
／
㎡

㊥
タ
リ
ー
プ
係
数
　
○
・
八
三

⑦
グ
ラ
イ
ド
係
数
　
三
・
O
O

②
高
度
係
数
　
丁
O
O

①
鋼
製
棚
工
の
特
徴

　
施
工
地
の
立
地
条
件
を
配
慮

　
し
軽
く
て
高
い
強
度
を
も
っ

　
た
鋼
材
を
使
用
し
ま
し
た
。

　
④
H
型
鋼
　
S
S
五
〇

　
⑧
□
型
鋼
　
S
T
R
五
〇

　
◎
四
・
五
レ
旧
積
雪
対
応
大
型

②
補
強
工
と
し
て
階
段
工
を
組

　
み
あ
わ
せ
る
。

　
④
階
段
幅
　
二
・
五
層

　
③
切
取
法
勾
配
　
三
分

◎
実
施
し
た
工
事
の
内
訳
は
次

の
と
お
り
で
す
。

⑦
棚
工
三
＋
五
度
型
一
六
〇
肩

頼りになるなだれ防止柵

模式図

棚工35。型
　　　　　H＝4．5M
　　　　望　　　　磁　 連統基礎

　　　撃
　　　　る

鳶疲拶
詳
囎
M
器
弼

　
8
、

　
　
　
＝

議誹　 葡階段工　　　　　　、藷

　　　　　一

　
棚
工
四
十
度
型
　
七
四
麿

　
棚
工
四
十
五
度
型
二
一
四
揖

　
④
基
数
　
二
十
九
基

　
③
延
長
計
　
三
五
八
灯

　
◎
鋼
材
量
　
二
〇
二
、
／

　
◎
脚
部
の
基
礎
コ
ン
タ
リ
ー

　
　
ト
量
　
約
八
O
O
立
方
訂

④
な
だ
れ
防
止
階
段
工

　
④
段
数
　
五
段

　
③
延
長
　
一
四
三
屑

　
◎
幅
員
　
二
・
五
解
　
’

◎
そ
の
他
の
工
種

　
④
残
土
処
理
用
土
留
工
一
基

　
⑤
跡
地
の
修
景
緑
化
を
実
施

◎
施
工
経
過
の
概
要

　
な
だ
れ
防
止
工
事
は
、
地
元

の
熱
い
期
待
を
背
景
に
前
橋
営

林
局
治
山
事
業
の
重
点
地
区
と

し
て
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
作

業
地
の
傾
斜
が
三
十
五
～
四
十

五
度
と
、
作
業
条
件
の
厳
し
い

中
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
工
事
は
ケ
ー
ブ
ル
↓

本
で
四
・
五
層
の
大
型
鋼
棚
を

つ
く
り
あ
げ
る
と
い
う
特
色
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大

規
模
な
構
造
物
を
高
い
密
度
で

施
工
し
た
例
は
全
国
的
に
も
め

ず
ら
し
い
も
の
で
す
。

　
多
く
の
方
々
の
力
を
結
集
し

て
生
れ
た
防
止
施
設
が
期
待
ど

お
り
の
効
力
を
発
揮
し
地
域
の

安
全
に
役
立
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
念
願
し
て
い
ま
す
。
　
一
方
、

な
だ
れ
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
を
含
む

予
知
等
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い

現
在
で
は
、
防
止
施
設
は
あ
く

ま
で
発
生
の
抑
止
に
過
ぎ
な
い

も
の
で
す
。
施
設
を
過
信
せ
ず

異
常
気
象
等
の
状
況
判
断
を
し
、

自
分
の
身
体
は
ま
ず
自
分
で
守

る
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
対
応

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
冬
も
雪
上
観
測
を
続
け
施

工
効
果
等
を
た
し
か
め
な
が
ら

今
後
に
反
映
さ
せ
て
い
く
予
定

で
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
災
害
か
ら

こ
れ
ま
で
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介

い
た
し
ま
し
た
が
、
営
林
署
で

は
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
さ

ん
方
の
ご
協
力
を
得
て
国
土
保

全
等
に
、
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
山
パ
日
町
営
林
署

　
　
　
　
　
岡
村
治
山
係
長

居並ぶ防止棚

隆溜←

￥騨繊物、秀／、
ヤ蟻，劃

・κ　罎一、．！胃

め　　　　　ゑヨず　ドヘぜ

留　　藁　P野難

濯懸麟艶
　　　びム　　　　　　　　　ノ

　　見張り番設
　
降
り
つ
づ
く
雪
の
た
め
に
村

で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
豪
雪
対

策
本
部
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

豪
雪
対
策
本
部
の
仕
事
の
中
で

一
番
神
経
を
使
う
の
が
な
だ
れ

の
発
生
で
す
。

　
な
だ
れ
危
険
箇
所
は
、
現
在

六
十
ヵ
所
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
、
人

家
や
公
共
施
設
に
被
害
の
及
ぶ

箇
所
が
二
十
八
ヵ
所
あ
り
ま
す
。

豪
雪
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
ま

す
と
、
一
日
二
回
道
路
パ
ト
ロ

ー
ル
を
兼
ね
て
な
だ
れ
危
険
箇

所
の
巡
視
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
役
場
職
員
の
巡
視

体
制
だ
け
で
は
、
不
十
分
な
こ

と
か
ら
、
今
年
の
一
、
月
一
日
付

で
な
だ
れ
巡
視
員
を
設
置
し
ま

し
た
。
巡
視
員
に
は
、
危
険
箇

所
に
近
い
人
の
中
か
ら
十
八
人

を
人
選
し
委
嘱
し
ま
し
た
。
巡

視
員
は
、
　
月
～
一
月
ま
で
な

だ
れ
危
険
箇
所
の
巡
視
を
行
い

危
険
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
役

場
に
通
報
す
る
体
制
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
役
場
で
は
、
通
報
を
基
に
現

場
の
状
況
把
握
や
関
係
機
関
と

連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
そ
れ
に

対
処
し
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
の
目
で

　
な
だ
れ
か
ら
身
を
守
ろ
う

　
な
だ
れ
に
は
、
大
き
く
分
け

て
表
層
な
だ
れ
と
全
層
な
だ
れ

が
あ
り
ま
す
。

★
表
層
な
だ
れ

　
急
傾
斜
の
斜
面
で
発
生
し
や

す
く
、
雪
ぴ
や
吹
き
だ
ま
り
の

で
き
る
斜
面
で
多
発
し
ま
す
。

ま
た
、
気
温
が
低
い
と
き
、
す

で
に
あ
る
積
雪
の
上
に
、
短
期

間
に
多
量
の
降
雪
が
あ
っ
た
場

合
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

〈なだれ巡視員〉
民　　　名 集落名
阿　部　耕　蔵 新屋敷
中島嘉太郎 本屋敷
井ノ川良平 如来寺
岡村多加志 山　　崎

上　原　正　夫 通り山
樋　口　正　次 朴木沢
樋　口　徳　一 白羽毛
鐙　野　寅　治 東田尻
樋　口　克　久 西田尻
桑　原　清　一 角　　間

山　本　憲　明 葎　　沢

山　本　荘　平 小　　出

村　山　　　一 小　　出

山田今朝男 土　　倉

鈴　木　　　登 芋　　川

志　田　正　一 倉　　俣

鈴　木　峰　松 重　　地

桑　原　寛　平 田　　代

民生委員の皆さん

　　12月1日付で民生委員の一斉改正
　　が行われました。18人中8人の方が
　新しくなられました。民生委員は困っ
ている人の味方です。お気軽に相談をし
てください。

部落 氏　　名 電話 担当地区
田　沢 村山篤稔 63－2769 芋沢・田沢・東田沢
如来寺 滝沢美千子 63－3333 如来寺・豊里

桂 山本ケ　ン 63－2407 上山・桂

干溝 江口行男 63－3437 田中・小原・干溝
荒　屋 服部ネ　ン 63－3247 山崎・通り山・荒屋

高道山 阿部幸作 63－2258
高道山・朴木沢・朴木沢
新田・桔梗原・芋川新田

白羽毛 樋口永蔵 63－3859 白羽毛傭羽・市之越・程島

東田尻 清滝和雄 63－3828 東田尻・西田尻・西方
葎　沢 山本茂雄 63－3768 小出・葎沢・角間

土倉 山田伊和男 63－3756 土倉・倉下

芋川 根津　　敬 63－2828 芋川・原町

倉俣 斉喜正甫 63－2519 倉俣・新里
重　地 鈴木一昭 63－4023 重地
清田山 山田虎一 63－4095 清田山・下山
田　代 桑原寛平 63－4089 田代
宮　中 藤田義一 63－2301 宮中
堀之内 南雲　　悦 63－3631 堀之内・小沢

新屋敷 阿部ヨキヰ 63－3664 新屋敷・本屋敷

★で間生二
全すに　し十
層　。多た六
な　　量な日
だ　　のだ　’
れ　　降れ能
　　雪災生
　　が害町
　　あも棚
　　つ　　’口

　　た短で
　　後期発

分き温　　連
注なが雪絡
意ど非がし
し気常降て
ま温に　り　く

しが低つだ
よ高いづさ
うい場いい
。と合た　o
　きやり
　は春　’
　十先気
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特
に
降
り
始
め
か
ら
の
新
雪
の

深
さ
が
、
一
日
に
五
十
仕
、
を
超

え
る
よ
う
な
場
合
は
大
変
危
険

で
す
。

　
清
津
峡
の
な
だ
れ
災
害
は
、

表
層
と
全
層
の
ミ
ッ
タ
ス
型
な

だ
れ
で
し
た
。
そ
の
と
き
は
、

図
一
に
示
す
よ
う
に
短
期
間
に

多
量
の
降
雪
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
気
温
も
図
二
の
よ
う
に

発
生
七
日
前
か
ら
真
冬
日
を
記

録
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
一
月

二
十
六
日
、
能
生
町
棚
口
で
発

生
し
た
な
だ
れ
災
害
も
、
短
期

間
に
多
量
の
降
雪
が
あ
っ
た
後

で
す
。

★
全
層
な
だ
れ

　
傾
斜
角
度
四
十
度
前
後
の
木

の
無
い
所
に
多
発
し
ま
す
。
気

温
の
上
昇
す
る
春
先
き
に
発
生

し
や
す
く
、
特
に
雨
が
降
っ
た

後
や
フ
ェ
ー
ン
現
象
等
で
気
温

が
上
っ
た
と
き
多
発
し
ま
す
。

な
だ
れ
の
兆
候
を
発
見
し
た
ら

　
な
だ
れ
発
生
前
に
は
、
雪
割

れ
や
雪
ひ
だ
の
兆
候
が
見
ら
れ

ま
す
。
こ
う
し
た
兆
候
を
発
見

し
ま
し
た
ら
、
役
場
総
務
課
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
雪
が
降
り
つ
づ
い
た
り
、
気

温
が
非
常
に
低
い
場
合
や
春
先

き
な
ど
気
温
が
高
い
と
き
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
減
少
を
願
っ
て

　
　
中
里
村
交
通
安
全
協
会

　
　
　
会
長
杉
谷
清
六

　
村
民
の
み
な
さ
ん
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
ご
ろ
は
、
交
通
安
全
協
会
の

活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
、
村
で
は
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
一
〇
〇
〇
日
を
達
成
し
、

現
在
継
続
中
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
昨
年
は
、
春
先
き
か
ら

交
通
事
故
が
多
発
し
、
二
十
三

件
の
人
身
交
通
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。
中
に
は
、
一
歩
間
違

え
ば
、
死
亡
事
故
に
つ
な
が
る

の
も
何
件
か
起
き
て
い
ま
す
。

　
最
近
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る

事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
当
村

で
も
、
高
齢
者
の
運
転
す
る
バ

イ
タ
に
よ
る
事
故
が
三
件
発
生

し
て
い
ま
す
。
家
族
の
み
な
さ

ん
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
、
飲
酒
運
転
で
検
挙
さ

れ
た
人
は
十
人
い
ま
す
。
被
害

者
、
加
害
者
の
家
庭
を
不
幸
に

お
と
し
入
れ
る
飲
酒
運
転
は
絶

対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

村長から交通安全メッセージ

昭和62年／月10日広報・なかマご7
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回四回回

口

〈
み
な
さ
ん
に
関
係

あ
り
ま
す
。
見
だ
し

だ
け
で
も
目
を
通
し

て
く
だ
さ
い
。
〉

国民年金の保険料は所得

税の控除対象となります』

国民年金の保険料が、税金の控除対

象になることをご存知ですか。

サラリーマンは12月に行う所得税の

年末調整のとき、農業・自営業などの

人の場合は、2月16日から3月15日ま

での間に行う村・県民税の申告のとき、

★募集校

定時制　十日町、六日町、小千谷、

　　　他19校
通信制　新潟高等学校、高田南城高

　　　等学校
★応募資格

昭和62年3月に中学校を卒業見込み

の人や中学校、またはこれに準ずる

学校を卒業した人。

★願書提出

一目一円の交通災害

　共済に加入を
一日一円の安い会費で、見舞金の支

払いは、最高100万円。

自動車による事故だけでなく、自転

車でころんだり、トラクターの転倒に

よるケガでも見舞金が支払われます。

加入申込みは、後日、村政事務嘱託

痛しい事故が村内で発生しました。雪

が降りつづきますと流雪溝のフタを締

めていないケースを見かけます。夜な

どは歩行者にとって大変危険ですから

絶対に締めてください。

また、道路に屋根が面している家庭

では、なるべく雪を道路に捨てないよ

うに配慮をお願いします。みんなで雪

国の生活を守りましょう。

★通学

希望者は、大学2部、定時制高校へ

の通学や、通信教育を受けることが

できます。　（ただし、教育期間中は

できません）

★応募資格

採用予定月の1日現在18歳以上25歳

未満の男子。

詳しくは総務課または自衛隊新潟地

方連絡部長長岡出張所まで。
㌧　　　1則　　　1」　ノ1」　　ボル￥‘，『兀　　　Hドロ　　　　　　　、

申告書の「社会保険料控除」欄に今年

納めた保険料の総額を記入しますと、

記入した保険料の全額が所得額から控

除されます。

①定額保険料

61年1月から3月まで　1ヵ月　6，740円

61年4月から12月まで1ヵ月　7，100円

②付加保険料　　　1ヵ月　　400円

　定時制　2月6日～2月13日（正午）　　　　　　　　　　員さんを通じて配布しますので、現金

　通信制　2月21日～4月10日　　　　　　　　　　　　　を添えて、隣組長さんへ申込みくださ

★問い合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い。なお、交通事故の相談にも応じま

　出願手続き…出身中学校　　　　　　　　　　　　　　　　すので、多くの人の加入をお願いしま

　学習内容等…出願する高等学校　　　　　　　　　　　　　す。

　その他…・…県教育庁高等学校教育　　　　　　　　　　　　詳しくは役場戸籍係まで

　課（台025－285－5511）まで　　　　　　　　　　　　　　　　　（台63－2511⑧32）

　住宅金融公庫個人向け

　　　　　　　融資のご案内

　住宅金融公庫では、自分が住むため

の住宅を新築または購入する人に対し

て、個人住宅建設資金または建売住宅

購入資金の募集を次の要領によって行

っています。

★受付期問　1月9日～3月5日まで
★選定方法　選考（無抽選）により行

　　　　　います。

★申込場所　公庫業務取次店（村内で

　　　　　は、中里農協、新潟相互

　　　　　中里支店）まで。

（費0258－33－0256）

　　3

弱初
　矯侮む
＿ぞを尺
　んこ妹

4り捲
　　　じ

o　　　♂

　　　一

　　　オ
　　　／＼
ハ　～．　　ヨ

　　　　亀

o
o
o

　十日町高等学校

　　　　定時制生徒募集

〉定員　普通科　40名

1》入学学力検査　国語、社会、数学、

　理科、英語

〉受付　2月6日～13日　正午まで

〉出願手続　入学願書を受験票ととも

　に出身学校長を経て本校へ提出。

　詳しくは、十日町高等学校定時制課

程（魯52－3575）へ。

　ストーブの真上厳禁

　　　冬場の干し物
　恐しい火事、特に冬場の火事は消火

活動が迅速にできなく大変です。

　火災を防ぐためには、一にも二にも

点検です。寝る前は、ガスの元栓など

火の元の確認をしましょう。

　村内でも老人が逃げ遅くれて死亡す

るという痛しい火災が発生しています。

これからは、寒いため寝ている間もス

トーブを焚くことがありますが、回り

に燃えやすいものがないかを確認して

からお休みください。特に老人の寝タ

バコには大変危険ですから、灰皿等を

十分工夫してください。

嚢　ノ‘、F　『一

　　　δ・　　．」　　　　し
　　■　一　　量

　　　！V

　協力に感謝します
　　赤い羽根共同募金・歳末助けあい募金

　みなさんの真心を寄せていただき、

たくさんの浄財が集まりました。誠に

ありがとうございました。

　赤い羽根共同募金にお寄せいただい

た1，631，859円は全額、県に送付しま

した。

　歳末助けあい募金に寄せていただいた

530，000円は、村内の老人世帯や、一

人暮らし老人、ねたきり老人、母子世

のみなさんに、すこしでもよい正月を

て差し上げました。

　ご協力ほんとうにありがとうござい

ました。

　　　県共同募金会中里村分会

写
　
0
　
0
　
0

　　　　　導
　　　　　薯
　　＿　　な
　　　　　ん
　　　　　fジ
　　QF一　　。

ψ。

〆、

　中里村奨学金のご案内

　中里村育英事業委員会では、昭和62

年4月からの育英資金貸与希望申込み

を受け付けています。

★申込み資格

　高等学校を卒業したもの、または、

これと同等以上の資格を有するもので、

大学およぴ高等専門学校入学希望者な

《う　　　　　　　　　　　　　　　　v　’、
　魑　バロ

安定した待遇と楽しい生活
帯、身障者、長期入院者、施設入所者

迎えられますようそれぞれ慰問金とし

／多た塗V
、／　　／

　　　　　　　　　　　7

G
璽
　
　
らぴに在学者。

　　★貸与予定人数　　5名以内
　　　詳しくは、育英事業委貝会（教育委

　　員会内）にお問い合わせください。

　　君63－2511㊥51。

自衛官募集中

ン熱扮 農業所得の申告書に

　受領書の添付がありません

　先般、提出していただきました農業

所得の計算書に受領書や証明書等の添

付がないため控除を受けられない人が

たくさんいます。この時、受領証等を

添付されなかった人は、早急に役場税

務課まで提出してください。

　　　　　　　噸　　暮

　善意をありがとう

■認可保育所にクリスマスプレゼント

　　　　　根津　敬氏　2万円

竃、蔚，、驚
　　　。　　　　　　　　　4　　めご　　ひ　　　巳l　　　　　　l

　　　：乙・（

　‘　。　剖、
　」　　　　　　　　　　　一

ダ。巾　η

働きながら高等学校教育を

働きながら高等学校教育を受けるこ

とができる定時制、通信制課程の生徒

を次により募集しています。

　　　q　　墨

★身分

　特別職国家公務員

★給与

　初任給・107，400円と現物支給などが

　あります。

★各種の手当

　賞与（ボーナス）は年3回4．9ヵ月

　されます。

★休暇

　有給休暇は年間24日のほか、年末年

　始の特別休暇その他があります。

　　　　　　　　　　　4　　睡

流雪溝のフタは

　　　　必ず締めて

昨年流雪溝に落ちて亡くなるという

　　　　噸　　懸
この作品は山田まゆみさんの協力で

掲載しています。

す
ば
號
陸
獲
炉
ル
に
國

　
中
里
中
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
　
　
ら
れ
ま
す
。
こ
ん
な
素
直
さ
が

の
メ
ン
バ
ー
は
、
十
二
月
二
十
　
　
　
演
奏
に
表
わ
れ
て
い
ま
す
」
と

一
日
、
新
潟
音
楽
文
化
会
館
で
　
　
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

開
か
れ
た
新
潟
県
ア
ン
サ
ン
ブ
　
　
　
こ
の
大
会
で
も
、
中
魚
十
日

ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
初
出
場
し
金
　
　
町
地
区
が
優
秀
な
成
績
を
収
め

賞
を
射
止
め
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
先
生
方

　
中
里
中
か
ら
は
、
木
管
四
重
　
　
が
自
主
的
に
作
っ
て
い
る
中
魚

奏
・
金
管
八
重
奏
に
出
場
し
、
　
　
十
日
町
管
楽
器
研
究
会
の
活
動

い
ず
れ
も
金
賞
受
賞
（
十
団
体
）
　
　
が
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
　
　
★
木
管
四
重
奏
（
バ
ガ
テ
ル
）

畿
ザ
毅
植
翻
藤
罧
酵
ポ
難
め
ぐ
み

出
場
で
金
賞
を
受
賞
し
た
後
も
、
　
　
★
金
管
八
重
奏
（
費
鄭
曲
ら
星
）

離
麟
躍
瀟
難
噛
い∞
騨

さ
つ
や
マ
ナ
ー
は
い
つ
も
ほ
め

広報か◎’マこ　昭禾06麻／月／0日

〈
六
年
生
男
子
の
部
〉

位
　
保
坂
洋
介
　
芋
沢

一
位
　
柳
　
貴
行
　
田
沢

一
位
　
思
田
　
亘
　
山
崎

〈
小
学
生
女
子
の
部
〉

位
　
林
　
実
和
子
　
山
崎

一
位
　
大
口
由
美
子
　
桂

一
位
　
池
田
由
佳
　
如
来
寺

〈
中
学
生
無
段
の
部
〉

位
　
佐
藤
一
輝
　
田
中

一
位
　
吉
楽
安
幸
　
上
山

一
位
　
南
雲
一
浩
　
上
山

〈
中
学
生
男
子
有
段
の
部
〉

位
　
上
原
敦
夫
　
上
山

位位

大
口
百
合
枝
　
桂

小
林
康
弘
　
上
山

　
「
メ
：
ン
」
　
「
コ
テ
」
大
き

な
気
合
い
が
体
育
館
の
中
に
響

き
ま
す
。
十
二
月
七
日
、
田
沢

地
区
体
育
館
で
村
民
剣
道
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
一
般
の
部
の
試

合
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が

メーン激しくぶつかり合う　　一瞬のスキを　ねらって

　
　
成
　
績

〈
五
年
生
男
子
の
部
〉

位
　
広
田
康
仁
　
小
原

一
位
　
江
口
　
優
　
干
溝

一
位
　
樋
口
隆
雄
　
干
溝

㌔
き
癒
o
鄭
き
～
き
’

γ
交
霧
壽
　
　
　
か
れ
ま
し
た
・
一
馨
問
に
レ

耀
＋
二
月
吉
・
集
年
始
の
五
人
の
替
が
立
ち
・
転
作
な
幽

ぜ
交
通
事
故
防
止
運
動
の
一
環
と
ど
こ
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
遍

耀
し
て
役
場
前
で
交
通
指
導
所
を
ま
捌
』
般
会
計
で
一
億
二
醸

ザ
実
施
い
た
し
ま
し
た
・
こ
の
日
六
百
万
円
の
補
正
予
算
が
審
幽

だ
・
上
村
餐
も
出
て
飲
酒
運
靴
決
さ
れ
ま
し
た
。
　
｛

～～
　
　
雛
融
舞
皿
贈
　
論

環
な
．
諜
す
の
で
着
用
築
甥
校
舎
擁
で
巧
わ
れ
ま
｛

ぜ
を
習
慣
に
し
て
く
だ
さ
い
．
　
し
た
、
工
事
が
順
調
‘
進
み
孟

耀
★
定
例
村
議
会
　
　
す
と
ご
今
年
の
八
月
こ
ろ
に
は
（

ゼ
蹄
二
月
＋
八
．
＋
九
日
満
生
徒
力
入
れ
る
予
定
で
す
．
｛

’
日
第
四
回
定
例
村
議
会
力
開
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顯
．
、
－
纈
條
鍬
難
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・
獺
．
　
　
　
　
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
　
　
写
　
　
　
哩
灘
・
　
　
　
　
　
　
田
沢
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ヤ
　
　
　
　
ニ
ナ
　
　
を
　

　
　
　
　
翔
　
唇
縫
露

　
　
勲
　
　
　
講
端
舞
鶴
弊
硝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
は
じ
め
と
す
る
み
な
さ
ん
の

　
　
鱗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
か
げ
で
す
。
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回
回
回
回⑳騰ヰ歎たこと臓

私は、4年生のあすみさんの家

を書きました。工夫した所は、い

ろいろな色をまぜて，すみずみま

でぬったりしたことです。この絵

でよくできた所は、家の感じがで

距㊤
ゾ

　裕ちゃん毒：樋口馨

わたし保育園でつみきや滑り台で

遊んでいるのよ。ケンカもするけど

お姉ちゃんが大好きなんだ。ユウと

ってもいい子なんだけど甘えんぽう
なんだ。

　
ん
ω

　
さ三
仕

　
英
　
津
表
根

代

25～26歳になるとバイクや車でさわ

・ぐ年でもなくなるんですよ。それじゃ

体内で燃える若きエネルギーをスボー

ツで燃やそうと仲間11名でバレーホー

ルを始めました。

仲間の中に高校時代からやっている

人がいますので．その人をコーチにし

てやっています。昨年の夏に行われた

ナイ9一リーワ戦では、3位という実

績をもっています。秋の大会では、敵

を少々甘く見て不覚をとってしまいま

した。

最近はだいぶ上手になり「ナイスブ

レー」の連続です。練習を終えてから

の仲間との語らい（？）は最高です。

　2人を除いて独身ですし、次男もい

ますので、特に若い女性の入会を待っ

ています。練習日火曜日。

　　連絡先　根津英三（63－2217）

　
　
　
　
　
　
　
挙
曲

　
十
二
月
十
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
の
大

集
合
室
は
、
一
足
早
い
小
正
月
気
分
を

味
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
高
齢
者
講

座
の
一
環
と
し
て
「
作
か
ざ
り
」
づ
く

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
年
代

ま
で
は
、
小
正
月
に
な
る
と
ど
こ
の
家

で
も
作
か
ざ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
作
か
ざ
り
は
、
そ
の
年
の
農
産
物
の

豊
作
を
祈
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

大
き
な
ダ
ン
ゴ
の
木
の
枝
に
、
米
の
粉

を
練
っ
た
も
の
で
、
ま
ゆ
玉
や
野
菜
を

形
ど
っ
た
も
の
を
つ
け
ま
す
。
そ
の
他

に
も
稲
穂
（
ワ
ラ
の
ぬ
い
ご
に
小
さ
い

モ
チ
を
さ
し
て
つ
く
っ
た
も
の
）
を
飾

り
、
家
の
上
屋
柱
に
し
ば
り
つ
け
た
も

の
で
す
。

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

大
シ
メ
縄
を

　
　
鎮
守
様
に
奉
納

　
倉
俣
集
落
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
仲
間
が

集
ま
っ
て
、
十
二
月
二
十
六
日
、
鎮
守

様
の
鳥
居
に
長
さ
二
・
五
眉
、
太
さ
六
十

紬
．
の
大
シ
メ
縄
を
奉
納
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
合
の
中
で
提

案
さ
れ
た
も
の
を
斉
喜
文
作
さ
ん
等
四

人
が
半
日
が
か
り
で
仕
上
げ
た
も
の
で

す
。

』
｛
』
彌
「
」
懸
、
饗
ー
溢
■
－
、

昔
懐
し
そ
う
に
、
ま
ゆ
玉
や
ナ

の
形
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

た
伝
統
を
受
け
継
い
で
残
し
て

い
も
の
で
す
。

昔はどこの家でも飾ったもんですよ

昔
な
つ
か
し
い
作
か
ざ
り

　
　
　
受
け
継
ぎ
た
い
伝
統
行
事

　　　　　　　　　籔・
Y｝　り南雲一男さん（堀之内）⑳
｝　ワ　　美和子
｝
｝きつかけは……リスキーで骨折して＋日町病院に入院し

Y　　　　　　たとき、看護婦の女房と知り合いました。ワ

｝　　　　　　2人に共通した友達がいたんですよ。そんな
｝　　　　　ことも親しくなるきっかけでしたね。りこの

Y　　人冬山が大好きなんですよ．何回か連れて行
｝
｝　　ってもらいました・
｝　結婚生活は・…り看護婦という職業柄でしょうか。何で

｝　　　　　　も積極的にやってくれて助かります。ワもう

羊　　　　決めたことはテキパキこなしていきます。と　　　　ても頼りがいがあ臣）ます。
｝お互いの要望’”’●’り10蝋黄餐すね・ただ・車で通って

｝　　　　　　いますので事故に気をつけてほしい。ワちょ

｝　　　　　っとでもゆっくりできない性分なんですよ。

Y　　　　　身体に気をつけてほしいですね。り忙しい生活
Y　　　　　の中でできるだけ2人の時間を見つけたい。
｝村への要望＿り道路を改良して、冬期間も交通がスム

暇　一ズに流れるよう要望したいですね。

　＆よ｝｝ト｝｝｝｝｝｝｝｝｝｝｝ト｝ト》．｝

土
っ
て
生
き
物
の
よ
う

　
「
土
が
生
き
物
の
よ
う
で
す
ね
」
と

感
心
を
し
て
い
る
高
道
山
小
の
先
生
方
。

「
家
庭
教
育
講
座
に
取
り
入
れ
よ
う
と

思
い
、
先
ず
職
員
が
手
ほ
ど
き
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
悪
戦

苦
闘
し
て
い
る
教
頭
先
生
。
清
津
峡
焼

き
の
高
野
秋
規
さ
ん
を
招
い
て
の
講
習

が
十
二
月
八
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
高
野
先
生
の
手
に
か
か
る
と
、
自
由

自
在
に
形
を
変
え
る
土
も
、
先
生
方
の

力
ん
だ
手
の
中
で
は
思
う
よ
う
に
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

圏

新年の多幸を願って

　
シ
メ
縄
専
用
の
ワ
ラ
を
使
い
ま
し
た

が
青
々
と
し
た
部
分
し
か
使
用
し
な
か

っ
た
た
め
ワ
ラ
が
短
か
く
、
シ
メ
縄
を

太
く
す
る
た
め
に
入
れ
る
ア
ン
コ
（
ワ

ラ
く
ず
を
棒
状
に
し
た
も
の
）
を
隠
す

の
に
苦
労
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
シ
メ
縄
奉
納
の
日
は
、
八
人
の
仲
間

が
集
ま
っ
て
足
場
を
組
ん
で
大
シ
メ
縄

を
鳥
居
に
つ
け
ま
し
た
。

　
斉
喜
さ
ん
等
は
「
今
回
は
思
い
つ
き

で
や
っ
た
が
、
来
年
は
、
も
っ
と
す
ば

ら
し
い
も
の
を
奉
納
し
た
い
」
と
ハ
リ

キ
ッ
て
い
ま
す
。

土の感触を楽しむ先生方

　
国
鉄
の
乗
車
券
は

　
　
越
後
田
沢
駅
で

　
越
後
田
沢
駅
で
は
、
十
一
月

一
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴
い
、

一
人
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
越

後
田
沢
駅
で
の
旅
客
収
入
が
落

込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
無
人
駅
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
み
ん
な
で
越
後
田
沢
駅

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
幹
線
の
乗
車
券
も
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
二
～
三
日
前
に

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
お
届
け

い
た
し
ま
す
。
　
越
後
田
沢
駅

＊
お
め
で
た
＊

友
理
（
山
本
真
二
）
山
崎

　
光
　
（
井
之
川
明
〉
豊
里

　
瑛
（
富
井
博
一
）
如
来
寺

　
麻
美
（
石
沢
満
）
荒
屋

徳
和
（
斎
喜
利
栄
）
倉
俣

　
仁
大
（
杉
谷
清
之
）
荒
屋

＊
ご
結
婚
＊

醜
繍
仕
翫

＊
お
く
や
み
＊

　
樋
口
　
亮
平
　
銘
　
如
来
寺

　
柳
　
　
ッ
ネ
　
8
6
　
本
屋
敷

　
山
本
　
ト
ラ
　
8
7
　
葎
　
沢

　
小
柳
　
定
夫
　
6
6
　
如
来
寺

　
井
ノ
川
リ
ン
　
7
2
　
如
来
寺

蹴
隔
報

畷
鰍
駄
難
顯

嚢
讐
磁

鑓
讐
鍵

　
　
　
運
許
発
事

磐
鷲
難

　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●

　
交
通
事
故
の
原
因
は
、
ち
ょ

っ
と
し
た
脇
見
な
ど
の
運
転
ミ

ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
事
故
は
、
運
転
者
の
心

構
え
一
つ
で
防
げ
る
も
の
で
す
。

安
易
な
気
持
で
ハ
ン
ド
ル
を
握

る
の
だ
け
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が
、
車
を

凶
器
に
変
え
て
し
ま
い
ま
す
か

ら
。

秘湯赤湯温泉を訪ねて

11 広報う一　◎、マ　ご　　　昭和62年1月10日

今回から清津山の会がこの欄を担当する

ことになりましたのでよろしくお願いしま

す。9月の中旬、山の会で湯沢の赤湯温泉

を訪ねました。苗場スキー場から、歩くこ

と3時間で￥清津川沿にひっそりとたたず

む赤湯温泉に到着。宿は一軒しかなく宿か

ら1～2分歩いた所に露天風呂が4つあり

ます。

ランブ生活の宿で仲問と静かにくみ交わす

酒の味は格別でした。忙しい臼々の中で忘

れかけていた何かをとり戻したようなとて

　　　　　　　　も充実したひ
　　　　　　　　とときを過す
　　　　　　　　ことができま
　　　　　　　　した。

清津山の会
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